
一
〇
九

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
『
心
根
決
疑
章
』
に
つ
い
て舘　

　
　

隆　

志

は
じ
め
に

　

本
論
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
『
心
根
決
疑
章
』（
以
下
、
国
文
研
本
）
の
翻
刻
と
対
校
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
。
『
心
根
決
疑
章
』
は
、

鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
写
本
が
、
称
名
寺
所
蔵
（
金
沢
文
庫
管
理
）
で
現
存
し
て
お
り
（
以
下
、
金
沢
文
庫
本
）
、
そ
の
著
者

が
達
磨
宗
二
祖
の
仏
地
房
覚
晏
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
中
世
初
期
の
禅
宗
の
受
容
と
展
開
の
解
明
の
た
め
、
極
め
て
重
要
な
書
物

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た) 1

(

。

　

国
文
研
本
は
、
高
木
浩
明
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
古
活
字
版
悉
皆
調
査
目
録
稿
・
附
、
国
立
国
語
研
究
所
・
研
医
会
図
書
館
蔵
本
」
（
『
調

査
研
究
報
告
』
三
九
、
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
、
二
〇
一
九
年
、
二
三
〇
頁
）
に
詳
し
い
調
査
報
告
が
載
り
、

77　

枕
双
紙
・
空
観
・
教
誡
新
学
比
丘
行
護
律
儀
・
心
根
决
疑
章
・
起
信
論
一
心
二
門
大
意
・
大
乗
百
法
明
門
論

〔
請
求
番
号
〕
ヤ
４
―
２
７
４

〔
体
裁
〕
大
本
一
冊
。

〔
表
紙
〕 

後
補
茶
色
表
紙
。
二
八
・
二
×
一
九
・
一
糎
。
五
針
袋
綴
。

〔
題
簽
〕 

無
。

〔
内
題
〕 

「
横
川
沙
門
源
信
記
（
七
格
空
）
枕
双
紙
」
、「
（
二
格
低
）
空
観
（
九
格
空
）
楞
厳
院
慧
心
撰
」
、「
教
誡
新
学
比
丘
行
護
律
儀
／
（
八

格
低
）
終
南
山
沙
門
（
三
格
空
）
道
宣
述
」
、「
心
根
决
疑
章
（
十
一
格
空
）
竟
宴
記
」
、「
起
信
論
一
心
二
門
大
意
（
五
格
空
）

揚
州
智
愷
作
」「
大
乗
百
法
明
門
論
（
二
格
空
）
本
事
分
中
略
録
名
数
／
（
二
格
低
）
天
親
菩
薩
造
唐
三
蔵
法
師
玄
奘
奉
詔
訳
」
。

〔
尾
題
〕 

「
（
三
格
低
）
枕
双
紙
」
、「
教
誡
新
学
比
丘
行
護
律
儀
」
、「
心
根
决
疑
章
」
、「
起
信
論
一
心
二
門
大
意
」
、「
大
乗
百
法
明
門
論
」
。

駒
澤
大
學
佛
敎
學
部
硏
究
紀
要
第
八
十
號　

令
和
四
年
三
月
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一
一
〇

〔
本
文
〕 

毎
半
葉
一
〇
行
×
二
〇
字
。

〔
匡
郭
〕 

無
辺
、
無
界
。
字
高
、
二
二
・
五
糎
。

〔
版
心
〕 

白
口
双
花
口
魚
尾
、
中
縫
、
「
枕
双
紙
（
教
誡
儀
・
决
疑
章
・
起
信
論
・
百
法
明
）
丁
附
」
。

〔
丁
数
〕 

五
〇
丁
半
（
目
録
・
半
丁
、
表
丁
欠
。
目
録
補
写
（
慧
心
枕
双
帋
付
空
観
／
教
誡
儀
／
心
根
决
疑
章
／
起
信
一
心
二
門
大
意

／
大
乗
百
法
明
門
論
）
／
枕
双
紙
（
横
川
沙
門
源
信
記
・
六
丁
、
空
観
・
四
丁
）
・
一
〇
丁
／
教
誡
新
学
比
丘
行
護
律
儀
・

二
〇
丁
／
心
根
决
疑
章
・
一
三
丁
／
起
信
論
一
心
二
門
大
意
・
五
丁
／
大
乗
百
法
明
門
論
・
二
丁
）
。

〔
刊
記
〕 

無
。

〔
印
記
〕 

「
播
州
斑
鳩
／
仏
餉
院
蔵
」
（
朱
方
印
）
。

〔
備
考
〕 

巻
首
六
丁
、「
横
川
沙
門
源
信
記
」
に
の
み
朱
墨
に
よ
る
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
「
横
川
沙
門
源
信
記
（
七
格
空
）
枕
双
紙
」

の
巻
末
に
識
語
、
「
于
時
長
保
三
季
三
月
下
旬
／
横
河
楞
厳
院
源
信
竊
記
」
、
「
時
寛
文
辛
亥
冬
十
有
一
月
以
点
付
本
点
之
了

澄
心
叟
寂
通
書
（
「
寂
通
」
朱
印
）
」
。
川
瀬
、
七
九
三
頁
に
「
仏
書
の
無
刊
記
本
類
で
旧
著
の
後
一
見
し
た
も
の
」
と
し
て

著
録
す
る
「
枕
双
紙
・
教
誡
儀
・
心
根
決
疑
章
・
起
信
一
心
二
門
大
意
・
大
乗
百
法
明
門
論
〈
右
五
部
合
」
刻
、
十
行
二
十

字
、
／
一
冊
。
一
誠
堂
に
て
一
見
〉
」
が
本
書
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
一
誠
堂
書
店
の
旧
蔵
本
で
あ
り
、
こ
れ
を
現
在
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

本
書
は
他
に
残
っ
て
お
ら
ず
、
孤
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
内
容
の
異
な
る
諸
本
を
集
め
て
一
冊
と
し
て
刊
行
し
た
よ
う
で
あ
る
。

合
刻
刊
本
は
、
源
信
（
九
四
二
～
一
〇
一
七
）
の
『
枕
双
紙
』
と
『
空
観
』
、
道
宣
（
五
九
六
～
六
六
七
）
の
『
教
誡
新
学
比
丘
行
護
律
儀
』
、

覚
宴
（
生
没
年
不
詳
）
の
『
心
根
決
疑
章
』
、
楊
州
智
愷
（
生
没
年
不
詳
）
の
『
起
信
論
一
心
二
門
大
意
』
、
玄
奘
（
六
〇
二
～
六
六
四
）
の
『
大

乗
百
法
明
門
編
』
が
合
刻
さ
れ
一
冊
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
書

誌
情
報
に
よ
れ
ば
、
寛
永
頃
の
古
活
字
版
で
、
補
修
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
画
像
は
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
の
来
歴
を
知
る
上
で
の
重
要
な
情
報
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。
冒
頭
の
目
録
半
丁
欠
が
書
写
で
補
わ
れ
そ
の
下
に
「
播
州
斑
鳩
仏
餉

院
蔵
」
の
蔵
書
印
が
あ
る
こ
と
、
最
初
の
収
録
典
籍
で
あ
る
『
枕
双
紙
』
の
末
に
「
時
寛
文
辛
亥
冬
十
有
一
月
以
点
付
本
点
之
了
。
澄
心
叟

寂
通
書
（
「
寂
通
」
朱
印
）
」
と
あ
る
こ
と
、
合
刻
刊
本
の
巻
末
に
「
仏
餉
蘭
若
僧　

寂
阿
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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一
一
一

仏
餉
蘭
若
僧
寂
阿
（
潜
嶽
祖
龍
）
に
つ
い
て

　

播
州
（
兵
庫
県
）
斑
鳩
仏ぶ

っ

餉
し
ょ
う

院い
ん

と
あ
る
「
斑
鳩
」
は
、
兵
庫
県
揖
保
郡
太
子
町
鵤
（
播
磨
国
揖
保
郡
）
に
あ
る
聖
徳
太
子
を
由
縁
と
す

る
斑
鳩
寺
の
こ
と
で
あ
る
。
天
文
十
年
（
一
五
四
一
）
に
戦
禍
を
受
け
て
灰
燼
に
帰
し
た
。
そ
の
後
、
赤
松
氏
の
外
護
の
も
と
、
復
興
さ
れ

て
い
く
が
、
そ
の
際
に
、
法
隆
寺
末
か
ら
天
台
宗
に
改
め
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
「
仏
餉
院
」
は
斑
鳩
寺
の
塔
頭
寺
院
で
あ
る
が
廃
絶
し
、

現
存
し
て
い
な
い) 2

(

。
た
だ
し
、
仏
餉
院
の
寂
阿
と
い
う
の
は
、
後
に
禅
宗
の
盤
珪
永
琢
（
一
六
二
二
～
一
六
九
三
）
の
法
を
嗣
い
だ
潜
嶽
祖

龍
（
一
六
三
一
～
一
六
八
六
）
の
、
天
台
僧
時
代
の
旧
名
で
あ
り
、
仏
餉
院
で
住
持
を
勤
め
た
記
録
が
残
る
。

　

潜
嶽
祖
龍
に
つ
い
て
は
、
『
富
士
山
志) 3

(

』
に
数
種
の
伝
記
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
巻
八
に
「
〔
如
法
寺
〕
二
世
潜
嶽
龍
和
尚
行

状) 4

(

」
に
は
、

師
諱
祖
竜
。
字
潜
岳
。
播
州
揖
東
郡
斑
鳩
郷
人
也
。
俗
姓
湯
浅
氏
。
寛
永
辛
未
歳
臘
月
二
十
一
日
辰
之
上
刻
誕
而
、
稍
長
穎
異
。
智
種
夙
彰
、

歳
覃
舞
勺
而
、
雖
在
志
薙
染
、
父
母
不
割
愛
。
好
読
書
則
親
大
呵
嘖
。
依
之
自
為
童
。
昼
忍
父
母
之
所
見
入
蔵
酒
米
所
、
忘
却
飲
食
而

素
読
焉
。
夜
為
臥
而
籠
寝
室
、
密
桃
灯
而
看
読
焉
。
至
十
七
歳
、
頻
有
出
塵
之
志
。
因
辞
親
。
親
不
許
容
。
竟
入
一
室
、
閉
戸
終
日
絶
食
。

自
以
為
不
如
死
去
。
親
思
念
其
深
心
遂
聴
出
家
。
即
就
於
邑
仏
餉
院
玄
守
法
印
薙
髪
号
寂
阿
。
十
九
歳
初
遊
学
於
叡
峰
、
居
之
十
有
年
、

及
壮
歳
帰
郷
住
仏
餉
、
為
院
主
。
時
司
太
子
正
殿
之
造
営
、
及
新
造
仏
餉
之
客
殿
庫
院
。
左
精
台
教
。
四
教
儀
集
解
印
本
之
行
于
世
者

久
矣
。
然
而
、
文
字
之
脱
落
、
科
文
之
化
謬
、
不
能
無
憾
焉
。
於
是
、
師
寛
文
戊
申
歳
、
於
京
師
考
異
本
焉
、
問
諸
老
焉
、
正
其
科
焉
、

完
其
字
焉
、
又
改
其
訓
点
焉
。
重
鏤
版
使
冓者
者
披
雲
霧
矣
。
可
謂
功
于
後
学
。
今
行
于
世
也
。
師
少
時
応
学
徒
之
請
。
癸
卯
歳
自
夏
四

月
至
秋
末
、
講
四
教
集
解
于
仏
餉
院
。
専
有
義
学
之
声
矣
。
郷
人
玄
才
〈
称
清
兵
衛
〉
、
語
師
曰
、
方
今
天
下
具
大
眼
目
底
宗
師
、
唯

有
盤
珪
禅
師
一
人
而
巳
。
現
住
綱
浦
竜
門
寺
、
禅
風
大
振
、
学
者
駿
奔
。
何
不
速
参
取
去
矣
。
師
輙
謁
禅
師
于
竜
門
、
問
答
往
復
、
始

知
教
外
有
旨
帰
敬
。
豈
非
是
大
因
縁
乎
哉
。
師
在
仏
餉
院
、
則
詣
於
竜
門
及
帰
院
。
則
禅
師
謂
師
曰
、
汝
聞
隣
寺
鐘
声
乎
。
師
不
会
帰
院
。

而
在
者
事
於
心
頭
、
行
住
坐
臥
、
打
成
一
片
十
日
余
。
有
時
、
院
傍
以
物
扣
箒
。
則
忽
然
聞
了
隣
寺
鐘
声
。
即
日
歩
行
竜
門
而
、
欲
証

拠
禅
師
。
時
禅
師
入
関
。
因
以
介
紹
而
通
来
儀
而
、
相
見
禅
師
。
則
禅
師
帳
中
平
臥
。
師
到
寝
室
揚
帳
。
則
忽
禅
師
謂
師
曰
、
汝
聞
得

鐘
声
来
。
師
応
諾
語
話
焉
。
師
又
為
仏
餉
院
主
時
、
随
台
宗
学
徒
之
請
、
欲
講
自
証
訂
四
教
集
解
於
摂
之
坂
府
。
而
相
見
禅
師
。
則
禅

師
立
一
指
此
経
如
何
問
。
師
言
下
知
非
自
恨
。
信
不
及
不
領
深
旨
。
自
是
止
適
於
講
。
面
壁
打
坐
者
尚
。
而
頓
会
一
指
頭
禅
。
直
下
猛
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一
一
二

省
曰
、
我
居
講
肆
、
研
究
大
小
権
実
、
雖
講
得
百
本
経
論
、
不
如
一
個
無
事
底
阿
師
。
休
歇
去
便
出
仏
餉
院
。
登
竜
門
、
取
弟
子
礼
、

更
衣
革
名
、
撥
草
瞻
風
、
処
衆
渉
日
。
工
夫
益
深
密
、
活
潑
潑
地
。
見
免
忘
蹄
。
侍
左
右
而
助
揚
法
化
。
其
機
縁
語
句
、
載
在
于
行
録

矣
。
（
後
略
）

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
寂
阿
は
十
九
歳
で
比
叡
山
に
登
り
、
十
余
年
修
行
し
て) 5

(

、
壮
年
に
郷
里
に
帰
り
、
仏
餉
院
に
住
持
し
た
と
い
う
。

太
子
正
殿
、
客
殿
や
庫
院
を
造
営
し
、
ま
た
、
『
天
台
四
教
儀
集
解
』
を
用
い
て
指
導
し
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
う
ち
、
「
四
教
儀
集
解
印
本
之
行
于
世
者
久
矣
。
然
而
、
文
字
之
脱
落
、
科
文
之
化
謬
、
不
能
無
憾
焉
。
於
是
、
師
寛
文
戊
申
歳
、

於
京
師
考
異
本
焉
、
問
諸
老
焉
、
正
其
科
焉
、
完
其
字
焉
、
又
改
其
訓
点
焉
。
重
鏤
版
使
冓者
者
披
雲
霧
矣
」
と
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
寬

文
九
年
（
一
六
六
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
、
『
天
台
四
教
儀
科
解
』
三
巻
の
末
尾
に
、

 
 
 
 

寬
文
戊
申
冬
播
陽
斑
鳩
教
寺
沙
門
寂
呵
訂
正
。

と
あ
り
、
さ
ら
に
奥
書
と
し
て
、

四
教
儀
集
解
者
、
観
師
撰
之
、
神
智
記
之
、
巻
盈
乎
、
三
帙
義
包
於
一
蔵
。
洋
洋
焉
、
浩
浩
焉
。
不
迷
諸
部
之
言
、
不
誣
而
已
。
慶
長
年
中
、

三
井
沙
門
亮
憲
僧
正
、
採
記
文
而
按
本
書
之
下
、
以
便
于
後
学
也
。
爾
来
、
印
本
之
行
于
世
者
久
矣
。
然
而
、
文
字
之
脱
落
、
科
文
之

化
謬
、
不
能
無
憾
焉
。
属
者
播
陽
斑
鳩
之
僧
寂
阿
、
於
京
師
考
異
本
焉
、
問
諸
老
焉
、
正
其
科
焉
、
完
其
字
焉
、
又
改
其
訓
点
焉
。
重

鏤
版
而
、
使
冓者
者
披
雲
霧
矣
。
梓
成
就
余
請
跋
之
。
余
嘉
其
善
而
、
於
是
乎
書
。
寛
文
己
酉
孟
夏
之
朔
、
独
師
師
蛮
、
把
筆
於
洛
東
東

西
軒
。
（
続
蔵
一
〇
二
・
七
〇
ｄ
）

と
あ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
に
寂
阿
が
入
洛
し
て
諸
師
を
訪
ね
て
校
正
し
た
も
の
が
刊
行
さ
れ
た

わ
け
で
あ
る
が
、
当
の
寂
阿
は
刊
行
さ
れ
た
年
に
は
盤
珪
永
琢
に
参
じ
て
、
禅
に
転
じ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。　

　

こ
の
他
、
叡
山
文
庫
戒
光
院
蔵
『
三
大
部
述
聞
見
聞
目
録
』
に
、

慶
安
中
、
於
山
門
西
塔
院
、
三
大
部
見
聞
述
聞
全
部
、
捐
浄
貲
令
人
傭
書
、
交
講
肆
之
暇
、
手
自
書
之
。
古
本
紛
失
、
猶
有
闕
本
脱
落
。

晩
還
郷
里
、
見
述
之
間
、
混
乱
正
之
、
重
本
除
之
、
調
巻
為
一
百
三
十
一
巻
、
出
目
録
一
貼
留
贈
後
学
也
。
寛
文
元
年
九
月
日
、
播
陽

斑
鳩
寺
仏
餉
院
寂
阿) 6

(

。

と
い
う
奥
書
が
あ
り
、
寂
阿
は
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に
は
仏
餉
院
に
住
持
し
て
い
た
ら
し
い
。

　

ま
た
、
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
に
『
枕
双
紙
』
の
部
分
の
み
に
書
き
入
れ
を
行
な
っ
た
斑
鳩
寺
仏
餉
院
の
寂
通
で
あ
る
が
、
斑
鳩
寺
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一
一
三

所
蔵
『
峯
相
記
』
の
奥
書
（
魚
澄
惣
五
郎
『
斑
鳩
寺
と
峰
相
記
』
、
全
国
書
房
、
一
九
四
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
斑
鳩
寺
に
現
存
す
る
重
要
文

化
財
の
『
峯
相
記
』
は
、
斑
鳩
寺
仏
餉
院
の
寂
通
に
よ
っ
て
寛
文
十
一
年
に
題
が
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
寂
通
も
斑
鳩
寺
仏
餉
院
の
僧
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
「
寂
」
の
系
字
か
ら
す
れ
ば
、
寂
阿
の
弟
子
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

寂
阿
は
縁
を
得
て
盤
珪
永
琢
に
参
禅
し
て
帰
依
し
、
仏
餉
院
を
退
い
て
い
る
が
、
こ
の
時
に
蔵
書
と
と
も
に
住
持
を
寂
通
に
譲
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
時
の
蔵
書
に
『
心
根
決
疑
章
』
を
含
む
合
刻
本
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
現
在
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
題
名
不
明
の
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
合
刻
刊
本
は
、
も
と
も
と
潜
嶽
祖
龍
の
天
台
僧
時
代
の
手
沢
本
と

い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

寂
阿
は
そ
の
後
、
縁
を
得
て
盤
珪
永
琢
に
参
禅
し
て
帰
依
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
潜
嶽
祖
龍
が
仏
餉
院
を
退
い
て
、
天
台
宗
か
ら
臨
済
宗

に
改
め
、
そ
の
蔵
書
を
寂
通
が
引
き
継
い
だ
も
の
と
考
え
た
い
。

　

潜
嶽
祖
龍
は
、
そ
の
晩
年
に
天
台
宗
の
学
僧
か
ら
禅
宗
に
転
派
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
祖
龍
蔵
書
の
『
心
根
決
疑
章
』
が
、
鎌
倉
時
代
の

初
期
に
天
台
か
ら
禅
に
転
じ
た
仏
地
房
覚
晏
の
著
述
だ
と
は
よ
も
や
思
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
数
奇
な
縁
に
よ
っ

て
、
同
書
が
現
在
ま
で
伝
わ
り
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
書
の
履
歴
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。

金
沢
文
庫
本
と
国
文
研
本
の
違
い
に
つ
い
て

　

金
沢
文
庫
本
と
国
文
研
本
の
違
い
と
し
て) 7

(

、
冒
頭
の
著
者
名
の
表
記
が
、
国
文
研
本
で
「
覚
宴
記
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
金
沢
文

庫
本
で
は
「
扶
桑
第
二
相
承
沙
門
覚
宴
述
」
と
よ
り
詳
し
い
。
ま
た
、
金
沢
文
庫
本
に
は
「
心
根
決
疑
章
〈
于
時
承
久
三
年
十
二
月
一
日
赴

大
麓
請
沙
門
覚
宴
記
之
〉
」
と
い
う
奥
書
（
識
語
）
が
途
中
に
挿
入
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
後
も
文
章
が
続
く
た
め
、
前
後
二
段
に
分
か
れ
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
一
方
、
国
文
研
本
に
は
途
中
の
奥
書
（
識
語
）
が
な
く
、
前
後
二
段
に
分
か
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
金
沢
文

庫
本
し
か
残
っ
て
い
な
い
場
合
、
後
半
部
分
は
別
人
の
手
に
か
か
る
可
能
性
が
浮
上
す
る
が
、
国
文
研
本
の
存
在
に
よ
っ
て
、
後
半
部
分
も

著
者
の
手
に
か
か
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、
金
沢
文
庫
本
と
国
文
研
本
は
、
前
半
部
分
に
は
大
き
な
相
違
は
見
ら
れ
な
い
が
、
後
半
部
分
に
な
る
と
か
な
り
の
相
違
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
国
文
研
本
は
、
金
沢
文
庫
本
と
は
別
系
統
の
も
の
に
基
づ
く
可
能
性
が
高
い
。
転
写
に
際
し
て
の
起
こ
り

え
る
誤
差
と
は
言
い
が
た
い
た
め
、
著
者
自
身
、
あ
る
い
は
弟
子
の
手
に
よ
っ
て
、
国
文
研
本
の
形
に
整
え
ら
れ
た
と
考
え
た
い
。
こ
の
他
、
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一
一
四

国
文
研
本
が
基
に
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
そ
の
さ
ら
に
基
と
な
る
も
の
が
後
半
部
分
に
虫
損
が
多
く
あ
っ
た
た
め
に
、
細
か
な
相
違
が
多
く

な
っ
た
可
能
性
を
想
定
し
て
も
良
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

国
文
研
本
の
（
10
ウ
）
（
11
オ
）
で
あ
る
が
、
金
沢
文
庫
本
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
を
示
す
線
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
国
文
研
本
に
は

こ
れ
が
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
国
文
研
本
が
古
活
字
版
で
あ
る
こ
と
も
原
因
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
細
か
な
字
体
の
相
違

は
、
写
本
と
古
活
字
版
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
相
違
と
し
て
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
金
沢
文
庫
本
に
お
い
て

は
、
最
も
中
心
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
「
根
本
心
王
仏
」
の
部
分
が
、
国
文
研
本
に
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
こ
れ

が
意
図
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
よ
り
慎
重
な
考
察
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
写
本
と
古
活
字
版
と
い
う
相
違
が
も
と
も
と
存
在
す
る
と
い
う
前
提
を
踏
ま
え
た
と
し
て
も
、
金
沢
文
庫
本
と
国
文

研
本
の
相
違
は
か
な
り
あ
る
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
金
沢
文
庫
本
と
国
文
研
本
は
、
別
系
統
の
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き

で
あ
る
。
国
文
研
本
は
、
『
心
根
決
疑
章
』
の
成
立
を
考
え
る
上
で
も
、
ま
た
、
そ
の
内
容
を
考
え
る
上
に
お
い
て
も
、
極
め
て
重
要
な
伝

本
の
一
つ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

［
補
記
］
本
論
は
、JSPS

科
研
費 JP20K
00060

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

［
註
］

（
1
） 

舘
隆
志
「
称
名
寺
所
蔵(

金
沢
文
庫
管
理)

『
心
根
決
疑
章
』
翻
刻
―
達
磨
宗
新
出
史
料
の
紹
介
」
『
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
』
一
七
、
二
〇
一
九

年
。
舘
隆
志
「
新
出
史
料
『
心
根
決
疑
章
』
の
発
見
と
そ
の
意
義
―
達
磨
宗
二
祖
仏
地
房
覚
晏
の
著
述
を
め
ぐ
っ
て
―
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

六
八
―
二
、
二
〇
二
〇
年
。
舘
隆
志
「
達
磨
宗
新
出
史
料
『
心
根
決
疑
章
』
と
仏
地
房
覚
晏
」
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
五
一
、
二
〇
二
〇

年
。
舘
隆
志
・
吉
村
誠
・
師
茂
樹
・
山
口
弘
江
・
柳
幹
康
「
達
磨
宗
・
仏
地
房
覚
晏
『
心
根
決
疑
章
』
訓
註
（
上
）
」
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』

五
二
、
二
〇
二
一
年
。

（
2
） 

斑
鳩
寺
に
つ
い
て
は
、
魚
澄
惣
五
郎
『
斑
鳩
寺
と
峰
相
記
』
（
全
国
書
房
、
一
九
四
三
年
）
を
参
照
。

（
3
） 

如
法
寺
所
蔵
（
大
洲
市
立
博
物
館
保
管
）『
富
士
山
志
』
二
十
巻
は
、
富
士
山
如
法
寺
末
の
遍
照
庵
（
廃
寺
）
の
三
世
住
持
で
あ
っ
た
兀
庵
祖
徴
が
、

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
、
如
法
寺
を
中
心
と
し
て
、
盤
珪
永
琢
や
そ
の
弟
子
な
ど
の
関
係
史
料
を
ま
と
め
て
二
十
巻
と
し
て
編
纂
し
た
も
の
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一
一
五

で
あ
る
。
本
史
料
は
、
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
の
電
子
達
磨
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
4
） 『
富
士
山
志
』
に
は
、
潜
嶽
祖
龍
の
伝
記
が
い
く
つ
か
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、こ
の
う
ち
、『
富
士
山
志
』
巻
八
「
〔
如
法
寺
〕
二
世
潜
嶽
龍
和
尚
行
状
」

は
、
内
容
か
ら
『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
上
「
伊
予
州
如
法
寺
潜
嶽
禅
師
伝
」
（
『
訓
読　

近
世
禅
林
僧
宝
伝
』
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
）

の
も
と
に
な
っ
た
伝
記
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
伝
記
の
中
で
も
比
較
的
に
知
ら
れ
た
も
の
と
判
断
し
、
本
論
で
は
『
富
士
山
志
』
巻
八
「
〔
如

法
寺
〕
二
世
潜
嶽
龍
和
尚
行
状
」
を
紹
介
し
た
。
『
富
士
山
志
』
は
、
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
電
子
達
磨
掲
載
の
も
の
を
参
照
し
た
。

（
5
） 

澁
谷
亮
泰
編
『
昭
和
現
存
天
台
書
籍
綜
合
目
録
』
上
巻
（
増
補
版
、
法
蔵
館
、
一
九
七
八
年
）
に
は
、
「
三
大
部
序
註
〈
付
弘
決
引
書
籍
目
録
〉
。

②
一
巻
③
大
④
片
⑦
〔
題
下
〕
儒
書
之
分
計
注
之
〔
奥
〕
本
云
、
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
四
月
三
日
於
三
井
寺
止
観
義
例
講
談
之
砌
書
写
之
舜

海
⑧
承
応
二
年
寂
阿
写
⑨
斑
鳩
寺
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
斑
鳩
寺
所
属
『
三
大
部
序
註
〈
付
弘
決
引
書
籍
目
録
〉
』
が
、
承
応
二
年
に
寂

阿
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
こ
ろ
は
寂
阿
は
ま
だ
比
叡
山
で
修
行
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
6
） 

渡
辺
麻
里
子
「
廬
山
寺
談
『
三
大
部
見
聞
述
聞
』
の
享
受
に
関
す
る
一
考
察
―
付
・〔
翻
刻
〕
叡
山
文
庫
戒
光
院
蔵
『
三
大
部
述
聞
見
聞
目
録
』
」（
『
人

文
社
会
科
学
論
叢
』
一
、
二
〇
一
六
年
）
。
同
論
文
で
は
、
「
筆
者
の
寂
阿
は
、
詳
し
い
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
記
す
。

（
7
） 

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
十
月
二
十
八
日
に
、
貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）
に
「
覚
宴
」
が
重
刊
し
た
も
の
に
基
づ
く
三
千
院
円
融
蔵
所
蔵
『
一
字
訣
』

を
調
査
し
た
。
調
査
の
結
果
、
『
一
字
訣
』
は
仏
地
房
覚
晏
の
著
述
で
あ
り
、
達
磨
宗
史
料
と
し
て
同
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
調
査
結
果

は
後
日
発
表
予
定
で
あ
る
が
、
奥
書
か
ら
は
、
こ
の
時
点
で
達
磨
宗
の
覚
晏
は
『
一
字
訣
』
を
二
度
も
刊
行
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
達
磨
宗
は

覚
晏
の
師
で
あ
る
能
忍
の
代
に
も
『
伝
心
法
要
』
『
宛
陵
録
』
『
潙
山
警
策
』
な
ど
を
出
版
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
当
時
の
達
磨
宗
に
よ
る
典
籍

の
出
版
の
状
況
を
踏
ま
え
、
『
心
根
決
疑
章
』
も
か
つ
て
刊
行
さ
れ
た
可
能
性
が
浮
上
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
国
文
研
本
が
刊
本
に

基
づ
い
て
い
る
と
い
う
可
能
性
も
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
史
料
や
記
述
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
よ
り
慎
重
な
考
察
が
必

要
と
な
る
が
、
国
分
研
本
の
成
立
事
情
を
考
察
す
る
上
で
少
な
か
ら
ず
影
響
す
る
た
め
、
そ
の
可
能
性
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
達
磨
宗
、
仏
地
房
覚
晏
、
心
根
決
疑
章
、
仏
餉
院
、
潜
嶽
祖
龍



国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
『
心
根
決
疑
章
』
に
つ
い
て
（
舘
）

一
一
六

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
『
心
根
決
疑
章
』
翻
刻
と
対
校

【
凡
例
】

一
、 

翻
刻
す
る
に
あ
た
り
、
底
本
は
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
『
心
根
決
疑
章
』
で
あ
り
、
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ

れ
て
い
る
画
像
を
用
い
る
。

一
、 

対
校
に
は
称
名
寺
所
蔵
（
金
沢
文
庫
管
理
）
『
心
根
決
疑
章
』
を
用
い
る
。
な
お
、
金
沢
文
庫
本
に
つ
い
て
は
、
金
沢
文
庫
に
所
蔵
さ

れ
る
影
印
本
を
用
い
て
翻
刻
し
た
拙
論
「
称
名
寺
所
蔵
（
金
沢
文
庫
管
理
）『
心
根
決
疑
章
』
翻
刻
―
達
磨
宗
新
出
史
料
の
紹
介
」（
『
東

ア
ジ
ア
仏
教
研
究
』
一
七
、
二
〇
一
九
年
）
に
基
づ
く
。
ま
た
、
金
沢
文
庫
本
『
心
根
決
疑
章
』
に
は
、
返
り
点
、
訓
点
、
送
り
仮
名

が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
対
校
に
は
用
い
な
か
っ
た
。

一
、 

対
校
に
際
し
て
は
、
文
字
の
右
下
に
「*
」
を
設
け
、
原
文
の
下
に
当
該
文
字
の
校
異
を
記
し
た
。
ま
た
、
校
異
の
多
い
場
合
は
次
の

行
に
も
記
す
場
合
が
あ
る
。

一
、 

略
体
字
、
異
体
字
を
常
用
漢
字
に
改
め
る
場
合
も
あ
る
。

一
、 

虫
損
や
判
読
で
き
な
い
文
字
は
□
で
表
記
す
る
。
た
だ
し
、
金
沢
文
庫
本
『
心
根
決
疑
章
』
に
よ
っ
て
補
え
る
場
合
は
、
□
の
右
側
に

（　

）
で
補
っ
た
。

一
、 

割
註
に
つ
い
て
は
〈　

〉
で
記
し
た
。
ま
た
、
三
文
字
以
上
の
割
註
で
改
行
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
割
註
内
の
改
行
は 

」
と

表
記
し
た
。

一
、 

10
ウ
と
11
オ
に
つ
い
て
は
、
金
沢
文
庫
本
で
は
線
に
よ
っ
て
関
係
が
理
解
で
き
る
よ
う
な
表
に
な
っ
て
お
り
、
大
き
な
相
違
が
確
認
さ

れ
る
。
文
字
の
み
の
対
校
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
と
判
断
し
、
金
沢
文
庫
本
の
表
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
。



国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
『
心
根
決
疑
章
』
に
つ
い
て
（
舘
）

一
一
七

【
翻
刻
と
対
校
】

心
根
決
疑
章 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

覚
宴
記
＊ 

 

＊

覚
宴
記
―
扶
桑
第
二
相
承
沙
門
覚
宴
述

夫
大
小
顕
密
之
教
西
竺
東
夏
之
説
判
於
識
与
根
廃
立

不
一
唯
使
＊

禅
家
解
経
円
楞
二
文
俱
失
幽
旨
濫
於
法
相 

 

＊

使
―
遂
使

帯
権
之
説
方
今
愍
彼
迷
津
粗
示
方
隅
而
巳

大
勘
殊
途
有
三
宗
異
一
＊

薩
婆
多
宗
説
眼
耳
鼻
舌
身
色 

 

＊

一
ナ
シ

形
異
者
為
＊

扶
根
扶
於
清
浄
根
四
大
故
清
浄
根
者
義
如 

 

＊

為
―
名
為

珠
宝
光
之
明
浄
一
類
清
浄
四
大
所
成
非
肉
眼
境
名
清

浄
根
〈
清
浄
根
義
」
諸
教
皆
同
〉
第
六
意
根
非
四
大
種
取
六
識
之
中
前

念
六
識
随
一
為
後
意
識
之
根
如
火
前
燄
＊

引
後
燄
＊

故
凡 

 

＊

燄
―
焔

六
根
者
増
上
出
生
於
六
識
故
名
之
為
根
又
六
識
者
見 

（
1
オ
）

聞
色
声
属
眼
耳
能
＊

不
名
為
識
経
部
破
之
立
為
識
見
等 

 

＊

能
ナ
シ

首
楞
厳
経
阿
難
白
仏
＊

言
見
是
其
眼
心
知
非
眼
〈
已
上
〉
是
則 

＊

仏
ナ
シ

阿
難
迷
＊

本
小
執
也
如
来
斥
之
言
眼
＊

見
者
則
諸
已
死
尚 

 

＊

迷
―
述 

 

＊

眼
―
若
眼

有
眼
存
応
皆
見
物
若
見
物
者
云
何
名
死
〈
已
上
〉
然
小
乗
宗

見
属
於
眼
請
諍
＊

四
大
照
色
之
能
＊

既
見
色
已
胸
中
謂
言 

 

＊

諍
―
浄 

 

＊

能
―
照
能

是
青
是
黄
爾
時
名
為
眼
識
了
別
聞
覚
例
知
小
乗
有
部

所
立
如
斯
二
唯
識
宗
説
前
五
根
中
扶
根
清
浄
色
根
二

義
全
同
有
宗
第
六
意
根
其
義
永
殊
謂
以
第
七
現
在
末

那
為
其
意
識
俱
有
根
也
故
瑜
伽
論
以
前
念
意
識
雖
為

其
意
識
生
因
不
名
為
根
以
此
而
言
小
乗
＊

以
生
因
為
其 

（
1
ウ
） 

＊

乗
―
宗



国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
『
心
根
決
疑
章
』
に
つ
い
て
（
舘
）

一
一
八

根
者
非
尽
理
也
無
有
俱
有
依
義
故
也
立
根
廃
立
其
理

如
斯
又
六
識
者
見
為
眼
識
聞
為
耳
識
嗅
為
鼻
識
嘗
為

舌
識
覚
触
為
身
識
於
意
識
中
与
五
＊

識
同
一
刹
那
同
時 

 

＊

五
―
前
五

意
中
取
現
量
境
不
帯
名
言
為
＊

五
俱
意
識
亦
名
明
了
意 

 

＊

為
―
名
為

識
也
第
二
刹
那
随
於
比
量
謂
言
此
書
＊

此
黄
等
時
猶
為 

 

＊

書
―
青

明
了
意
識
境
名
似
帯
質
也
又
以
不
帯
本
質
過
未
等
境

為
独
影
境
似
能
縁
識
名
独
頭
意
識
也
亦
名
暗
意
識
也

此
教
深
探
立
第
八
識
以
為
本
識
七
六
已
還
名
為
転
識

然
七
八
二
識
互
為
其
根
云
云
＊

又
意
識
所
縁
有
二
種
法 
 

＊

云
云
―
〈
云
々
〉

一
者
通
法
謂
前
五
俱
意
識
所
縁
前
五
境
也
二
者
別
法 

（
2
オ
）

謂
雖
五
識
但
目
＊

分
別
善
悪
無
記
之
法
塵
也
法
相
所
立 

 

＊

目
―
自

略
知
如
斯

三
楞
厳
会
上
顕
於
真
実
法
相
法
性
永
異
前
二
夫
一
切

諸
宗
所
立
法
相
未
顕
著
故
筌
第
有
滞
＊

魚
難
得
殊
不 

 

＊

滞
―
帯

能
知
窮
立
法
相
即
是
法
性
真
心
之
体
遂
令
法
相
之
外

更
覓
於
法
性
痛
哉
痛
哉
＊

応
知
楞
厳
根
有
二
種
一
者
色 

 

＊

痛
哉
―
々
々

根
二
者
心
根
於
色
根
中
前
五
全
同
倶
舎
唯
識
首
経
四

云
知
精
映
沄
＊

攬
法
成
根
根
元
目
為
清
浄
四
大
名
為
意 

 

＊

沄
―
法

思
如
幽
室
見
浮
根
〈
浮
根
者
」
扶
根
也
〉
四
塵
流
逸
奔
心
＊

〈
已
上
〉
資
中
云 

＊

心
―
法

前
五
種
根
妄
覚
為
性
意
根
同
此
四
大
所
造
□

（
若
）

＊

不
許
色 

（
2
ウ
） 
＊

所
造
□

（
若
）

―
何
妨
若

為
意
根
者
何
乃
畏
労
心
破
将
薬
補
養
還
得
増
強
故
所



国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
『
心
根
決
疑
章
』
に
つ
い
て
（
舘
）

一
一
九

依
根
定
兼
其
色
相
如
蓮
華
＊

現
量
所
得
如
世
養
䖝
養
＊

人 
 

＊

蓮
華
―
是
蓮
花 

 

＊

養
―
食

心
肝
豈
無
形
質
不
逢
此
典
誰
識
因
由
諸
経
不
言
非
無

此
意
相
承
学
者
闕
此
不
知
又
孤
山
云
此
取
肉
団
心
根

為
慮
知
之
所
託
也
正
法
念
経
云
如
蓮
華
＊

開
合
者
是
也 

 

＊

華
―
花

今
便
引
処
処
＊

之
又
＊

弥
顕
釈
成
円
覚
経
云
六
根
四
大
中 

 

＊

処
―
々 

 

＊

又
―
文

外
合
成
宗
密
疏
云
四
大
為
中
六
根
為
外
内
外
和
合
仮

成
此
身
〈
已
上
〉
依
此
経
文
非
云
六
根
俱
是
四
大
耶
但
宗
密

所
釈
雖
似
順
経
見
於
後
文
所
釈
之
意
於
此
文
謂
言
総
＊ 

 

＊

総
―
惣

意
別
歟
故
下
疏
云
然
八
識
中
不
言
第
七
者
義
当
見
聞 

（
3
オ
）

等
塵
也
＊

文
＊

云
前
五
各
自
種
生
自
現
行
四
大
所
造
浄
色 

 

＊

也
―
根
也 

 

＊

文
―
又

為
体
意
根
即
第
七
識
由
此
挙
＊

外
起
意
識
故
〈
已
上
〉
私
云
悲 

＊

挙
―
攀

哉
宗
密
迷
於
円
覚
首
楞
両
経
廃
立
六
根
之
相
拠
於
唯

識
以
第
七
識
為
意
根
円
＊

覚
文
＊

云
心
清
浄
故
見
塵
清
浄 

 

＊

円
―
焉
円 

 

＊

文
―
又

〈
已
上
〉
是
心
根
也
聞
等
亦
爾
全
同
楞
厳
見
根
聞
根
何
以
末

那
為
見
聞
等
又
次
文
云
見
清
浄
故
眼
根
清
浄
〈
已
上
〉
是
色

根
也
耳
乃
至
意
皆
是
色
根
亦
同
首
楞
所
説
色
根
次
文

云
根
清
浄
故
眼
識
清
浄
〈
乃
至
〉
意
識
清
浄
〈
已
上
〉
全
同
首
楞
識

動
了
別
鳴
呼
悲
哉
宗
密
未
知
心
体
見
聞
覚
知
立
為
根

義
文
＊

慈
恩
唯
識
䟽
＊

中
正
法
念
経
所
説
肉
心
為
根
之
文 

（
3
ウ
） 

＊

文
―
又 

 

＊

䟽
―
疏 

 

違
於
自
宗
末
那
為
根
之
義
故
自
云
正
法
念
経
違
此
応

会
〈
云
云
〉  

私
云
基
師
於
＊

経
欲
設
何
会
又
私
云
資
中
以 

＊

於
―
〈
慈
恩
也
〉
於



国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
『
心
根
決
疑
章
』
に
つ
い
て
（
舘
）

一
二
〇

相
如
蓮
華
＊

䖝
食
人
心
為
現
量
得
今
加
両
尺
＊

如
害
人
持 

 

＊

華
―
花 

 

＊

尺
―
釈 

 

＊

持
―
時

若
判
余
処
未
必
即
死
若
穿
心
前
乃
速
滅
耳
〈
其
一
〉
若
人
＊

憂 

＊

人
ナ
シ

喜
胸
中
独
知
以
＊

頂
謂
上
以
足
謂
下
以
胸
謂
中
自
然
任 

 

＊

以
―
又
以

運
現
量
如
是
又
世
人
云
胸
開
胸
焦
〈
其
二
〉
此
則
鳩
尾
骨
下

巨
闕
穴
上
彼
両
際
底
方
寸
肉
団
是
也
又
医
家
等
説
五

蔵
之
中
心
蔵
其
色
赤
矣
神
住
其
中
云
云
＊

観
仏
三
昧
経 

 

＊

云
云
―
〈
云
々
〉

云
如
来
心
相
如
紅
蓮
華
＊

妙
紫
金
光
以
為
間
錯
如
流
璃 

 

＊

華
―
花

筒
懸
在
仏
胸
不
合
不
開
団
円
如
□

（
心
）

＊

万
億
化
仏
遊
＊

心
間 

（
4
オ
） 

＊

□
（
心
）

―
心 

 

＊

心
―
仏
心 

 
 

云
云
＊

又
真
言
宗
中
龍
樹
菩
提
心
論
云
凡
人
＊

心
如
合
蓮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊

云
云
―
〈
云
々
〉  

＊

人
―
夫

華
＊

蓮
華
＊

高
野
大
師
秘
蔵
記
云
問
拠
秘
教
凡
夫
心
□

（
如
）

＊

合  

＊

華
―
花 

 

蓮
華
―
〈
云
々
〉  

＊

□
（
如
）

―
如

蓮
華
＊

聖
人
心
似
開
蓮
華
＊

若
以
眼
等
識
配
華
＊

者
眼
等 

 

＊

華
―
花 

 

識
為
在
心
華
＊

所
在
眼
等
根
耶 

 

答
在
心
識
所
問
若 

 

＊

華
―
花

眼
識
等
在
＊

心
識
所
眼
根
等
曽
可
無
用
雖
眼
根
敗
尚
明 

 

＊

在
ナ
シ

了
可
見
何
故
眼
毀
曽
不
見
耶
答
譬
如
室
中
灯
従
壁
穴

光
＊

明
漏
出
穴
塞
則
光
明
不
流
出
眼
根
等
穴
穴
塞
時
何 

 

＊

光
ナ
シ

得
光
明
流
出
耶
私
云
首
経
意
盲
人
＊

見
暗
不
依
眼
根
但 

 

＊

私
云
首
経
意
盲
人
―
〈
私
云
首
経
」
意
盲
人
〉

是
無
明
見
何
虧
損
云
云
＊

依
此
応
言
見
不
出
入
常
遍
法 

 

＊

云
云
―
〈
云
々
〉

界
云
云
＊

有
人
云
秘
蔵
記
者
非
大
師
記
云
云
＊

□
（
又
）

＊

瑜
伽
論 

（
4
ウ
） 

＊

云
云
―
〈
云
々
〉  

＊

□
（
又
）

―
又 

 

第
一
云
爾
時
父
母
貪
愛
倶
極
最
後
決
定
各
出
一
滴
濃

厚
精
血
二
滴
和
合
住
母
胎
中
合
為
一
段
猶
如
熟
乳
凝

結
之
時
当
於
此
処
一
切
種
子
異
熟
所
摂
執
受
所
依
阿



国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
『
心
根
決
疑
章
』
に
つ
い
て
（
舘
）

一
二
一

頼
耶
識
和
合
依
託
又
云
此
羯
邏
藍
〈
此
云
」
疑
滑
＊

〉
色
与
心
心
所 

＊

滑
―
得

安
老
＊

共
同
故
依
託
由
心
心
所
依
託
力
故
色
不
爛
壊
色 

 

＊

老
―
危

損
益
故
彼
亦
損
益
又
羯
邏
藍
識
最
初
託
処
即
名
肉
心

如
是
識
於
此
処
最
初
託
還
即
従
此
処
最
後
捨
又
云
又

将
終
持
＊

作
悪
業
者
識
於
所
依
従
上
分
捨
即
従
上
分
冷 

 

＊

持
―
時

触
随
起
乃
＊

至
心
処
造
善
業
者
識
於
所
依
従
下
分
捨
即 

 

＊

乃
―
如
是
漸
捨
乃

従
下
分
冷
触
随
起
如
是
漸
捨
乃
至
心
処
当
知
後
識
唯 

（
5
オ
）

心
処
捨
従
此
冷
触
遍
満
所
依
又
云
譬
如
灯
燄
＊

生
時
内 
 

＊

燄
―
焔

執
膏
炷
外
発
光
明
如
是
阿
頼
耶
識
縁
内
執
受
縁
外
器

相
生
起
道
理
応
知
亦
爾
〈
私
云
此
文
粗
仮
＊

秘
蔵
記
意
而
」
猶
不
及
首
経
之
中
瓶
空
之
兪
＊

〉  

＊

仮
―
似 

 

＊

兪
―
喩

又
宗
鏡
録
第
四
云
古
釈
有
四
一
紇
利
陀
耶
此
云
肉
団

心
身
中
蔵
＊

心
也
如
黄
庭
＊

経
所
明
二
縁
慮
心
此
是
八
識 

 

＊

蔵
―
五
蔵 

 

＊

庭
―
廷

倶
能
縁
慮
自
分
境
故
三
質
多
耶
此
云
集
起
心
唯
第
八

識
積
集
種
子
生
起
現
行
四
乾
栗
陀
耶
此
云
堅
貫
＊

心
亦 

 

＊

貫
―
実

云
真
実
心
此
是
真
心
也
然
第
八
無
別
自
体
但
是
真
心

以
不
覚
故
与
諸
妄
想
有
和
合
不
和
合
義
和
合
義
者
能

含
染
浄
目
為
蔵
識
不
和
合
義
体
常
不
変
目
為
真
如
故 

（
5
ウ
）

知
四
種
心
本
同
一
体
〈
已
上
〉
如
是
文
証
非
但
一
処
然
宗
鏡

録
五
十
二
云
小
乗
我
＊

宗
取
肉
団
与
第
六
識
為
依
何
要 

 
＊

我
―
云
我

別
執
有
第
七
識
耶
論
主
〈
護
法
〉
破
云
不
可
説
第
六
依
於
色

第
六
有
三
分
別
随
念
計
度
自
性
分
別
故
若
計
第
六
依



国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
『
心
根
決
疑
章
』
に
つ
い
て
（
舘
）

一
二
二

色
而
住
者
即
同
前
五
識
応
無
随
念
計
度
二
種
分
別
〈
已
上
〉

私
云
今
文
所
引
小
乗
一
説
自
当
深
理
而
護
法
既
還
違

其
理
難
言
同
前
五
識
応
＊

無
計
度
随
念
二
種
分
別
者
宗 

 

＊

応
ナ
シ

鏡
之
中
雖
引
其
文
而
不
計
＊

判
遂
令
後
学
不
知
誰
非
吾 

 

＊

計
―
評

今
飜
破
令
識
其
非
汝
宗
既
云
七
八
二
識
互
相
為
根
今

難
第
六
以
末
那
為
根
故
有
随
念
＊

計
度
者
第
八
何
故
以 

（
6
オ
） 

＊

随
念
―
分
別

末
那
為
根
而
無
随
念
＊

計
度
耶
若
爾
翻
酬
＊

応
云
第
六
雖 

 

＊

随
念
―
分
別 

 

＊

酬
―
例

以
色
根
為
依
不
遮
亦
有
随
念
＊

計
度
若
依
瑜
伽
慈
尊
所 
 

＊

随
念
―
分
別

説
既
以
肉
心
為
第
八
根
汝
宗
何
故
違
背
本
祖
不
顧
自

過
拠
理
応
言
六
七
八
識
倶
以
肉
心
為
所
依
根
然
第
八

識
無
計
度
者
同
於
前
五
色
根
為
依
而
無
計
度
以
此
而

言
真
妄
和
合
法
爾
所
作
不
応
定
執
何
況
汝
宗
既
云
若

得
自
在
諸
根
互
用
一
根
発
識
緑
一
切
境
〈
已
上
〉
又
小
乗
不

計
五
識
各
超
於
自
境
外
緑
於
他
境
而
首
楞
厳
経
云

体
＊

外
繞
以
手
摩
頭
足
一
弁
〈
已
上
〉
此
是
証
於
凡
夫
＊

之
中 

＊

体
―
循
体 

 

＊

夫
―
位

亦
有
一
分
互
用
之
義
謂
以
身
識
知
眼
見
中
形
色
故
也 

（
6
ウ
）

設
雖
生
盲
盍
知
方
円
又
大
小
二
宗
倶
判
定
説
眼
識
起

時
空
明
根
色
四
緑
発
識
〈
涅
槃
経
中
有
此
説
也
唯
識
宗
」
中
眼
識
九
縁
之
中
□

（
初
）

＊

四
縁
亦
〉  

 

＊

□
（
初
）

―
初

〈
同
此
」
説
〉
問
雖
云
以
肉
団
而
為
意
根
何
直
不
云
肉
心
或
云

意
思
耶
答
意
所
依
故
名
爲
意
思
依
主
釈
也
眼
等
亦
爾

眼
耳
即
是
見
聞
異
名
也
故
首
＊

経
云
以
心
眼
見
等
〈
云
云
＊

〉
持 

＊

首
―
諸 

 

＊

云
―
々



国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
『
心
根
決
疑
章
』
に
つ
い
て
（
舘
）

一
二
三

業
尺
＊

也
義
忠
百
法
論
䟽
云
写
＊

義
相
当
名
眼
耳
等
〈
已
上
〉
汝 

＊

尺
―
釈 

 

＊

写
―
字

不
知
此
義
始
於
意
根
起
疑
難
矣
然
楞
厳
経
正
説
□

（
法
）

＊

相 
 

＊

□
（
法
）

―
法

永
＊

異
諸
説
闇
中
見
闇
開
眼
閉
眼
倶
見
闇
色
＊

爾
時
不
用 

 

＊

永
―
求 

 

＊

色
―
也

空
及
根
明
盲
人
見
闇
＊

亦
復
如
是
所
見
明
闇
雖
有
相
＊ 

 

＊

闇
―
暗 

 

＊

―
頎

能
見
性
本
無
動
揺
見
有
見
無
雖
有
処
異
能
見
覚
心
周 

（
7
オ
）

通
＊

法
界
其
見
即
是
妙
明
無
上
菩
提
又
経
云
跋
難
阤
＊

龍 
 

＊

通
―
遍 

＊

阤
―
陀

無
耳
而
聞
憍
梵
波
提
異
舌
知
味
舜
若
多
神
無
身
覚
＊

触 
 

＊

覚
―
而

摩
訶
迦
葉
久
滅
意
根
円
明
了
知
不
因
＊

心
念
〈
已
上
〉
依
此
而 

＊

因
―
以
因

言
耳
等
諸
根
亦
不
必
依
根
発
聞
等
也
以
是
応
知
随
機

権
説
多
不
尽
理
但
知
随
器
方
円
之
空
不
悟
本
無
大
小

之
空
唯
信
違
雲
疾
走
之
月
不
知
運
月
即
不
運
月
嗚
呼

遠
哉
首
＊

経
之
中
色
根
之
義
委
悉
如
前
又
此
経
中
於
心 

 

＊

首
―
遠
哉
首

法
中
立
根
義
者
見
聞
覚
〈
覚
一
字
扠
＊

嗅
嘗
触
三
三
是
」
合
＊

中
知
故
可
読
於
保
由
触
身 

 

＊

扠
―
収 

＊

合
―
同
一
合

覚
故
〉
知
名
之
為
根
故
経
云
如
一
見
根
見
周
法
界
聴
嗅
嘗

触
覚
触
覚
＊

知
亦
復
如
是
〈
已
上
〉
即
是
七
大
之
中
根
大
文
也
（
7
ウ
） 

＊

触
覚
―
々
々

又
云
生
死
流
転
即
汝
六
根
菩
提
涅
槃
妙
浄
明
体
亦
汝

六
根
不
応
於
中
更
容
他
物
〈
已
上
〉
心
根
之
義
略
知
如
斯
＊

問 

＊

心
根
之
義
略
知
如
斯
ナ
シ

楞
厳
経
云
得
陀
羅
尼
入
仏
知
見
法
華
＊

経
云
開
示
悟
入 

 

＊

華
―
花

仏
之
知
見
人
師
尺
中
云
挙
於
六
中
初
後
二
根
故
云
知

見
今
疑
仏
之
一
字
或
翻
曰
知
或
＊

翻
云
覚
六
中
知
覚
豈 

 
＊

或
―
仏
之
一
字
或

非
重
耶
答
此
有
深
理
夫
仏
一
字
即
是
揔
＊

体
円
融
宝
覚 

 

＊

揔
―
惣
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舘
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一
二
四

知
見
即
是
於
別
用
中
対
法
塵
境
名
之
為
知
対
香
味
触

亦
云
覚
也
故
法
華
＊

肝
心
真
言
中
曰 

 
 
 
 
 
 

薩
＊

嚩
〈
一
如
〉 

＊

華
＊

―
花 

 

＊

薩
―

薩

 
 
 
 

勃
駄
〈
知
也
覚
也
〉  

 
 

枳
若
曩
＊

〈
知
□
＊

〉 
 

＊

若
曩
―
惹
囊 

 

＊

□
ナ
シ

左
紇
毗
＊

耶
〈
見
〉＊
今
謂
漢
＊

語
単
浅
其
名
＊

雖
同
梵
音
既
異
義 

 

（
8
オ
） 

＊

紇
毗
―
紇
瑟
毘 

 

＊

か
ら
見
ま
で
割
注

 
 

＊

漢
―
梵
語
既
別
二
知
豈
同
漢 

 

＊

名
―
共
名 

 

不
相
濫
次
＊

明
識
者
此
経
所
立
識
義
者
還
同
有
宗
所
判 

 

＊

次
―
故
楞
厳
云
見
聞
覚
知
不
能
分
隔
成
一
円
融
清
浄
宝

識
義
謂
於
見
外
色
已
色
境
薫
入
胸
中
時
＊

於
肉
心
内
発 

 

覚
心
根
義
略
知
如
斯
次 

 

＊

時
―
之
時

識
了
知
謂
青
謂
黄
名
了
別
識
是
故
経
云
汝
今
遍
観
此

会
聖
衆
用
目
循
歴
其
目
〈
色
根
〉
周
視
〈
心
根
〉
但
如
鏡
中
無
別
分

析
汝
識
〈
肉
心
」
中
識
〉
於
中
次
第
標
指
此
是
文
殊
此
冨
棲
那
等

文
＊

云
識
〈
眼
識
〉
動
見
〈
見
根
〉
澄
非
和
非
合
䟽
云
動
謂
能
了
別
也 

＊

文
―
又

澄
謂
但
照
境
也
〈
已
上
〉
問
今
言
識
動
何
謂
心
性
不
動
耶
又

云
＊

胸
中
何
謂
遍
法
界
耶
答
但
是
真
覚
随
根
境
時
似
有 

 

＊

云
―
言 

 

前
後
及
内
外
処
由
器
形
異
似
空
＊

方
円
但
除
器
方
不
除 

 

＊

似
空
―
空
似
有 

 

虚
空
方
相
所
在
故
経
曰
汝
亦
識
其
色
相
遷
変
汝
識
不 
（
8
ウ
）

滅
界
依
何
〈
界
者
」
因
也
〉
立
＊

〈
已
上
〉
又
入
楞
伽
経
云
但
不
取
諸
境
名 

＊

滅
界
依
何
〈
界
者
因
也
〉
立
―
滅
界
〈
界
者
」
因
也
〉

為
識
滅
実
不
滅
識
〈
頻
伽
瓶
喩
」
此
処
応
合
〉
問
頼
耶
末
耶
意
識
何
別 

依
何
立 

 

答
此
亦
無
別
但
是
一
随
＊

所
縁
境
義
立
三
識
故
経
云
則 

 

＊

随
―
識
随

汝
識
心
及
諸
思
量
兼
了
別
性
為
同
為
異
同
意
即
＊

意
云 

 
＊

即
―
則

何
所
生
異
意
不
同
応
無
所
識
若
無
所
識
云
何
意
生
＊

若 
 

＊

若
無
所
識
云
何
意
生
ナ
シ

有
所
識
云
何
識
意
〈
私
＊

云
三
識
同
以
肉
」
心
為
根
其
＊

義
弥
顕
〉
問
於
六
塵
中
前 

＊

〈
私
―
〈
已
上
〉
〈
私 

 

＊

其
ナ
シ
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一
二
五

五
暫
似
有
本
質
矣
第
六
法
塵
有
何
別
体
故
経
云
生
則

色
空
諸
法
等
生
滅
則
色
空
諸
法
等
滅
所
因
既
無
因
生

有
識
作
何
形
相
〈
已
上
〉
若
以
内
心
貪
嗔
等
法
為
法
塵
者
貪

嗔
等
是
能
縁
心
所
何
名
所
縁
法
塵
耶
＊

答
実
無
法
塵
而 

（
9
オ
） 

＊

耶
―
也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

可
対
惑
＊

明
了
意
識
雖
縁
五
塵
本
質
之
境
而
実
五
倶
意 

 

＊

惑
―
意

後
刹
那
随
於
比
量
所
得
離
本
質
境
応
知
善
悪
無
記
三

性
自
心
遍
＊

計
分
別
情
有
理
無
蹋
瓜
＊

謂
蝦
其
例
是
也
問 

 

＊

遍
―
徧 

 

＊

瓜
―
苽

色
等
五
塵
是
本
質
耶
答
色
等
五
塵
於
第
八
識
是
真
独

影
境
前
五
識
中
雖
＊

為
本
質
既
以
前
影
為
今
＊

本
質
一
人 

 

＊

雖
―
以 

 

＊

為
今
―
今
為

伝
妄
諸
人
謂
実
非
有
実
義
故
知
諸
法
皆
無
本
質
但
是

心
変
虚
妄
法
也
由
此
義
故
見
性
明
人
至
臨
終
時
不
縁

万
境
一
心
永
寂
虚
妄
生
死
不
復
現
行
問
若
爾
何
故
首

経
第
三
云
三
科
七
大
本
如
来
蔵
所
現
妙
用
耶
答
指
虚

妄
所
現
名
為
妙
用
也
起
＊

信
論
説
報
＊

応
二
＊

身
云
但
＊

随
衆 

 

（
9
ウ
） 

＊

起
―
故
起 

 

＊

報
ナ
シ 

 

＊

二
ナ
シ 

 

＊

但
―
又
亦
無
有

用
相
可
得
何
以
故
謂
諸
仏
如
来
唯
是
法
身
智
相
之
身

第
一
義
諦
無
有
世
諦
境
難
於
施
作
但

生
見
聞
得
益
故
説
為
用
於
第
一
義
諦
無
有
用
相
可
得
＊ 

 

＊

於
第
一
義
諦
無
有
用
相
可
得
ナ
シ

〈
已
上
〉
浄
用
尚
爾
况
＊

染
用
〈
已
上
〉
＊

妄
有
三
義
一
者
根
本
無
明
為 

＊

况
―
何
况 

 

＊

〈
已
上
〉
ナ
シ

妄
二
者
依
＊

它
＊

起
法
無
有
自
性
僅
現
虚
相
故
名
虚
妄
虚
＊  
＊

依
―
染
浄
依 

 

＊

它
―
他 

 

虚
ナ
シ

即
妄
＊

持
業
尺
＊

也
三
者
虚
即
依
它
＊

妄
＊

即
遍
＊

計
所
執
法
也
＊ 
＊

妄
―
是 

＊

尺
―
釈 

＊

它
―
他 

＊

妄
―
起
妄 

＊

遍
―
徧

枝
末
無
明
力
故
＊

起
遍
＊

計
執
依
眠
力
故
所
見
夢
事
今
＊

起  

＊

所
執
法
也
ナ
シ 

 

＊

枝
末
無
明
力
故
―
即
是
無
明
力
故
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一
二
六

実
執
問
若
爾
何
＊

経
云
深
信
大
乗
不
謗
因
果
乎
因
是
善 

 

於
依
他
起
上 

 

＊

遍
―
徧 

 

＊

今
―
令 

 

＊

何
―
故

悪
果
是
無
記
故
致
此
問
也
答
以
遍
＊

計
心
＊

為
因
依
他
起 

 

＊

以
遍
―
徧 

 

＊

心
―
執
心

性
為
果
如
是
信
知
名
為
深
信
亦
云
大
乗
故
知
妄
＊

起
遍
＊ 

 

＊

妄
―
不
起 

 

＊

遍
―
徧

計
何
続
依
他
問
若
爾
見
性
之
人
応
＊

修
䟽
＊

善
否
答
宗
鏡 

 

＊

応
―
不 

 

＊

䟽
―
衆

意
云
実
際
理
地
自
行
門
中
不
受
一
塵
化
儀
門
中
随
機
＊ 

（
10
オ
） 

＊

機
―
時

順
緑
応
作
万
行
万
行
＊

書
不
尽
意
遂
閣
於
筆
而
已
＊ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊

万
行
―
云
々 

 
 
 

＊

次
行
―
「
心
根
決
疑
章
〈
于
時
承
久
三
年

 
 

六
知
根
〈
亦
名
六
」
情
根
〉  

六
色
根 

 

六
塵 

 

六
識
心
王
〈
意
識
開
三
」
名
為
八
識
〉  

 
 
 

十
二
月
一
日
赴
大
麓
請
沙
門
覚
宴
記
之
〉
」

 
 

見
根 

 
 
 
 
 
 
 

眼
根 

 

色
塵 

 
眼
識 

 

名
曰
色
識 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

聞
根 

 
 
 
 
 
 
 

耳
根 

 

声
声 

 
耳
識 

 

名
曰
声
識 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

嗅
根 

 

鼻
根 

 

香
香 

 

鼻
識 

 
名
曰
香
識 

 
 

覚
根 

 

嘗
根 

 

舌
根 

 

味
塵 

 

舌
識 

 
名
曰
味
識

 
 
 
 
 
 
 
 

覚
根 

 

身
根 

 

触
触 

 

身
識 
 

名
曰
触
識

 
 

知
根 

 
 
 
 
 
 
 

意
根 

 

法
塵 

 

意
識 

 

名
曰
法
識

末
那
識
意
識
細
分
也
〈
独
影
境
」
又
持
業
尺
〉

阿
梨
耶
識
〈
持
六
色
根
及
器
世
」
界
為
所
縁
境
〉
」 
（
10
ウ
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
十
一
心
所 

 

亦
名
心
数

遍
行
五 

 
 
 

触
作
意
受
想
思

別
境
五 

 
 
 

欲
勝
解
念
定
慧

 

善
十
一 
 
 

信
慚
愧
無
貪
無
嗔
無
癡

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

勒
軽
安
不
放
逸
行
捨
不
害

煩
悩
六 

 
 
 

貪
瞋
癡
慢
疑
悪
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
一
心
所
〈
亦
名
」
心
数
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遍
行
五　

触
作
意　

受
想
思

　
　

六
知
根
〈
亦
名
六
」
浄
根
〉　
　
　
　

 

別
境
五　

欲
勝
解　

念
定
恵

　

見
根　

　
　
　
　
　
　
　

六
色
根　

六
塵
〈
亦
名
」
六
境
〉　

六
識
心
王
〈
意
識
開
三
」
名
為
八
識
〉

　

聞
根　
　
　
　
　

眼
根　
　
　

色
塵　
　
　
　

眼
識　
　
　
　

名
曰
色
識

　
　
　
　
　
　
　
　

耳
根　
　
　

声
塵　
　
　
　

耳
識　
　
　
　

名
曰
声
識

　
　
　
　
　
　
　
　

鼻
根　
　
　

香
塵　
　
　
　

鼻
識　
　
　
　

名
曰
香
識

　

根
本
心
王
仏　
　

舌
根　
　
　

味
塵　
　
　
　

舌
識　
　
　
　

名
曰
味
識

　
　
　
　
　
　
　
　

身
根　
　
　

触
塵　
　
　
　

身
識　
　
　
　

名
曰
触
識

　
　
　

具
根　
　
　

意
根　
　
　

法
塵　
　
　
　

意
識　
　
　
　

名
曰
法
識

　

覚　

嘗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
那
識　
　
　

独
影
境

　
　
　

覚
根　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
頼
耶
識　
　

立
意
識
細
分
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

又
持
業
釈

　

知
根　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
六
色
根
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

器
世
界
為
所
縁
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
慚
愧　
　
　

無
貪
瞋　
　

無
癡
勤

　
　
　
　

善
十
一　
　
　

軽
安　
　
　
　

不
放
逸　
　

行
捨
不
害

　
　
　
　

煩
悩
六　
　
　

貪
瞋　
　
　
　

癡
慢　
　
　

疑
悪
見
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一
二
七

 
随
煩
悩
□ 

忿
根
覆
悩
嫉
慳
誑
謟
憍
害
無
慚
無
愧
不
信

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

懈
怠
掉
挙
昏
沈
放
逸
失
念
敬
乱
不
正
知 

不
定
四 

 
 
 

尋
伺
悪
作
睡
眠 

（
11
オ
）

此
中
根
心
＊

王
及
見
聞
等
六
知
之
根
并
余
八
種
心
王
識 

 

＊

心
―
本
心

体
皆
如
湿
性
不
壊
未
随
＊

煩
悩
心
数
故
也
此
＊

伝
曰
本
無 

 

＊

随
―
堕 

 

＊

此
―
故
此

煩
悩
元
是
無
＊

菩
提
見
聞
覚
知
＊

性
遍
於
内
外
煩
悩
纔
現 

 

＊

無
ナ
シ 

 

＊

知
ナ
シ

胸
肉
＊

一
寸
方
今
＊

覚
樹
遍
空
垂
＊

於
凉
陰
煩
根
＊

小
影
難
留 

＊

肉
―
内 

 

＊

今
―
人
于 

 

＊

垂
―
乗 

 

＊

根
―
悩

其
相
故
経
曰
如
一
見
根
遍
於
法
界
聴
嗅
＊

嘗
触
覚
触
＊

覚 
 

＊

嗅
―
臭 

 

知
亦
＊

復
如
是
凡
＊

見
聞
覚
知
之
時
未
及
欣
猒
東
西
之
念 

 

＊

亦
ナ
シ 

 

＊

凡
―
爪

况
＊

随
煩
悩
之
数
耶
然
小
乗
倶
舎
一
宗
但
執
眼
根
如
鏡 

 

＊

况
―
咒

外
色
伝
影
如
鏡
現
像
不
知
見
是
心
之
体
性
遍
於
法
界

聞
等
亦
爾
故
首
経
破
曰
若
眼
見
者
則
諸
已
死
尚
有
眼

存
応
皆
見
物
若
見
物
者
云
何
名
死
云
云
＊

若
唯
識
一
宗 
（
11
ウ
） 

＊

云
云
―
〈
云
云
〉

雖
以
見
聞
覚
知
名
為
心
法
亦
不
知
見
聞
是
常
住
真
心

但
知
胸
中
肉
心
所
住
第
＊

八
識
心
随
縁
見
聞
速
起
速
滅 

 

＊

第
ナ
シ

故
論
云
＊

依
止
根
本
識
五
識
随
縁
現
或
倶
或
不
倶
如
濤 

 

＊

云
―
曰

波
依
若
＊

〈
已
上
〉
故
首
経
破
云
何
故
＊

昏
迷
以
常
為
断
今
謹
検 

＊

若
―
水 

 

＊

何
故
ナ
シ

唯
識
五
倶
意
識
者
当
於
首
経
第
六
知
根
又
今
経
六
識

当
於
唯
識
明
了
意
識
及
独
＊

散
意
識
＊

又
今
経
六
知
根
当 

 
＊

独
―
触 

 

＊

識
ナ
シ

於
唯
識
六
種
識
也
然
唯
識
曰
眼
識
九
縁
生
云
云
＊

今
経 

 

＊

云
云
―
〈
云
云
〉

　
　
　
　

煩

　
　
　

貪
　
　
　
　

癡
　
　
　

　
　
　
　

随
煩
悩　
　
　

忿
根
悩
覆
放
逸
誑
謟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

憍
害
慳
嫉
妬
慳
無
慚
無
愧
不
信
懈
怠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昏
沈
掉
挙
失
念
不
正
知
心
乱

　
　
　
　

不
定
四　
　
　

尋
伺
悪
作
睡
眠
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一
二
八

破
云
盲
＊

人
見
暗
不
用
空
明
根
＊

又
明
眼
之
人
暗
中
見
暗 

 

＊

盲
―
妄 

 

＊

根
―
眼

不
用
空
明
根
〈
取
意
〉
以
是
応
知
＊

其
理
不
尽
此
宗
既
以
周
遍 

 

＊

知
ナ
シ

法
界
円
常
之
見
還
入
胸
中
為
第
八
以
＊

本
為
末
何
有
入
＊ 

（
12
オ
） 

＊

以
―
未
以 

 

＊

入
―
八

期
瑜
伽
第
一
以
胸
中
肉
心
為
八
識
所
依
処
故
最
後
死

時
於
肉
心
処
識
捨
執
受
冷
触
遍
満
云
云
＊

応
広
見
之
非 

 

＊

云
云
―
〈
云
云
〉

依
唯
識
胸
中
謂
黄
謂
青
名
為
眼
識
心
＊

王
＊

然
猶
未
随
煩 

 

＊

心
―
以
心 

 

＊

王
―
五

悩
心
心
＊

数
余
五
亦
例
知
可
解
云
云
＊

末
那
雖
是
執
我
之 

 

＊

心
ナ
シ 

 

＊

云
云
―
〈
云
云
〉

識
心
王
猶
是
本
覚
之
性
如
来
蔵
中
本
具
意
識
之
中
本

具
心
＊

数
慧
＊

性
之
上
受
本
不
覚
之
薫
習
故
能
所
合
□

（
時
）

＊

名  

＊

心
―
意
識
本
具
心 

 

＊

慧
―
恵 

 

□
（
時
）

＊

―
時

為
業
識
初
一
念
也
然
無
始
展
転
由
業
薫
故
＊

重
起
如
来 

 

＊

故
―
薫
故

蔵
心
之
中
六
根
六
境
虚
妄
不
実
之
境
相
故
令
於
本
無

煩
悩
之
中
心
王
本
仏
体
用
不
二
見
聞
覚
知
自
然
任
運

能
見
聞
覚
知
心
数
所
起
色
声
香
味
触
法
其
＊

所
現
六
根 

（
12
ウ
） 

＊

其
―
然
其

六
境
非
染
非
浄
無
記
也
＊

但
六
知
六
識
及
諸
心
数
名
爲 

 

＊

也
―
法
也 

 

＊

但
ナ
シ

見
分
如
鏡
体
用
也
六
根
六
境
名
爲
相
分
如
鏡
中
影
然

相
分
有
生
死
故
名
爲
相
縛
＊

見
分
不
生
滅
故
名
無
相
法 

 
 
 
 
 

＊

縛
―
続

身
故
知
出
離
生
死
者
相
分
空
華
不
滅
而
滅
耳
入
楞
伽

経
曰
＊

但
不
取
諸
境
名
爲
識
滅
実
不
滅
識
云
云
＊

私
云
例 

 

＊

曰
―
云 

 

＊

云
云
―
〈
云
云
〉

之
可
云
倶
＊

取
諸
境
名
爲
識
生
実
不
生
識
云
云
＊

五
十
一
＊  
＊

倶
―
但 

 

＊

云
云
―
〈
云
云
〉 

＊

一
―
二

種
心
数
之
中
或
染
浄
＊

或
遍
行
＊

或
不
定
染
如
水
濁
浄
如 

 
＊

浄
―
或
浄 

 

＊

行
ナ
シ

水
浄
然
凡
位
中
雖
浄
水
＊

未
純
至
果
唯
浄
応
知
教
中
煩 

 

＊

水
ナ
シ
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一
二
九

悩
即
菩
提
如
氷
即
水
＊

有
＊

但
約
心
数
不
約
心
王
故
於
心 

 

＊

即
水
ナ
シ 

 

＊

有
―
者

数
染
浄
対
治
如
相
撲
也
今
心
所
之
名
数
且
依
百
法
論 

（
13
オ
）

若
六
知
六
根
六
＊

識
依
＊

首
楞
円
覚
両
経
之
説
〈
云
云
〉 

 

＊

六
―
二 

 

＊

依
―
偏
依

心
根
决
疑
章
＊ 

（
13
ウ
） 

＊

章
―
章
名
目


